
三
時

一
化
粧
品
売
場

一
宗
方
禎
之
助

場

所

名

一
香
水
壊
を
貿
う

登

こ
の
作
品
は 、
退
役
造
船
中
将
男
爵
宗
方
禎
之
助
氏・
要
秋
子・
甥
の
狙

之
助
の
三
人
の
心
揆
様
を
そ
れ
ぞ
れ
に 、
且
つ
所
々
絡
み
合
わ
せ
て
綴
っ

た

心
理
小
説
で
あ
る 。
当
時
の
費
族
階
級
の
人
々
の
心
理
を
描
い
て
み
せ
た
訳

彩

箱

硝
子

湯

人

そ
の

描
写

『
彩
紺
硝
子
』
は 、
昭
和
十
五
年 、
三
島
十
五
歳
の
年
に 、
学
習
院
輔
仁

会
雑
誌
に
発
表
さ
れ
た 。

発
表
名
義
は
ま
だ
平
岡
公
威
で
あ
る 。
田
中
美
代

子
氏
の
分
類
に
よ
れ
ば
（
「
短
篇
小
説
の
デ
ー

モ
ン
」
）

、
C
く
初
期
の
作

品
群
に
位
皿
す
る
が 、

後
年
彼
が
「
純
然
た
る
現
代
小
説
は 、
む
し
ろ
『
彩

組
硝
子
』
か
ら
『
煙
草
』
へ
の
線
上
に
あ
ろ」
（
『
三
島
由
紀
夫
短
篇
全
巣

ー
』
ぁ

と
が
き）
と
自
己
評
価
し
て
い
ろ
よ
う
に 、
非
常
に
よ
く
エ
ま
れ
た

作
品
と
言
え
ろ 。

」

の

構

成

引物
動

| ＇ | 

i 鍵
に
な
る
言
葉

⑤
事
件

ー↓荒

筋を
示
す 。

⇔
点
純
部

ーー
挿
入
的
な
部
分
を
示
す 。

新

事

件

だ
が 、
そ
の
筆
に
は
多
分
に
皮
肉
が
込
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る 。
構
成

は
論
点
に
合
わ
せ
て 、
以
下
の
表
で
示
す 。

＾
構
成
表
に
つ
い
て
＞

0
時

［
時
閻
の
流
れ
を
矢
印
で
示
す 。

順
行
の
場
合
は
← 、
逆
行
す

る
場
合
は

→
で
表
す 。

⇔
場
所

1
本
文
よ
り
抜
き
出
す 。

⇔
登
湯
人
物

ー
上
段
に
登
場
人
物
名、
下
段
は 、
そ
の
人
物
の
描
写

を
抜
き
出
す 。

け
鍵
に
な
る
言
葉

ー
作
品
中
で
暗
示
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
言
策
を

示
す 。

裕

美
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同時制
. .......'..... • ,  . . .. . .... . .. ． .................. ． 
: ． ． :．． 

. .  . .
: (2·3 年前）；；その後：

→ → →: . .  ： ： ．： 

〗 厖部

家
里見 ： ： のでの

会
出 A 箪 : 

； 翠 ＾ 
筆

：街： ＾ 箪 ： 斎街3斎；
'説者： 者： 者

＇

の：
V
明いに： に； 1こ・

ー： かよ： よ： ： よ：
らる： る ． ： る：．． 

秋 則狙： -, 1 月 ： 里
見

ウホ
方

""'芳.： 
子 子之： こ之： ： 

助： の助；l!IJ 氏： 氏'
日と：子 の： の·
し．則： 説： 説：
ま子： 0 ： り ＇

； ： 

放 出て 何出
も

花瓶愛
いニ人 ー

沈黙
： · 誓

：化 水呑 ：・ 年相
当

善良 ： ： 
： そな老税 ・退役

造
心 ：石 ： のる ： 
状 ゆをの ：の を； な： ：： 後謹 は

に
：船

中態 くな落と /Ill． 
贋 ：ょ 服洋 ：． の

老
中 ： ． 

II か 1こ葛 ：ぅ ：厳
な

い ・

盈武
つす は藤 ：な に ：' 

地
依固人： ： っ • 将腐

た じ
問 ：贋

ふ． ； ：老て
め り：さ ；人心“� 

子 う て ： か： ：に に：
型 に

g ； け
：

；門 若 ，

誓 る・ 々 .
の ： ど し：
な ： ： り ＜ ： ： ： 

； 
: filJ 女墨·

： 〗t荷 ’ 冷： 

i i 
い泡

そ堰： ： 女は
し： 'の石＾ ． 
ら

［

のよに
ぬ． ； 若 ・ う似
顔： い ： ~て
‘ー 、

女； し‘
石： ゜

則助テ： ： 
； ： 

［ 
. . ．

：

． 
．；柏

之
退

子とは
里

！

二ス ； ·· ·· ········' ： 
． ． ． ． ．． 

:....,........ : ... • • .. .. " • . . . . ; 臥
氏J 

魯
のを ？

． 
°

が
船

将中愛が する
は

店ま 訪問
す

為‘ ＂ ぶ：
自
宅
で

る° る゜ 之捐

序
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破

5 4 3 

： ： 
: + ： 十

ナー一月 ： . —← —← ..＿ ＿.i>.......、． :． ·. .. • • • • • •. •: I •. • • • •• 
：月： 月 : ：ほ十年前）

．． 
： ． ： 

． 
日 : +: .: ： ー ：.: : ．. ．

： 
．： 空想 ． ： ： 

・日 ．． 日
： ： ', . .  

② 

秋^子 沢秋子

' ' ' . .. 
． ． ． ． . .. 

’ ’ ’ 

岨人物の日紀＞ ... 
． ． .． . ． 

て． ． の ． ・の：
後 ： ： 時幼： ： イ ： 

： 秋 ： 捐 ： 之
助

禎 ： 5
之
月 ： 秋 の：一． ―:リ：一――

. '.. ．・ ， ＇ 

幼時． の ＇ ， ゥ ： 之',.
v t
追
el．: •

．
: ． II II 悩

V

追 ：．：． ジ．： ． 
： 

: Jj/J : :助：子 ... 子
． ． の： ：ョ ．. .  
: 
． 

：． B 

肋
之禎秋 ｀ ’ ：9 ノ． : B： .. :. V•夫： 

： ： : ：子子： ： ：人. . . ： ． ． 
：か狙

渚
柏

が

．jij古 貨恕：・ 0 告白 劉 恋夫 :!.'::I新祐 ： ： の幼· ；重

届

禎！： ？ ： 彩本歴 : ＇ ; 0 : 
之 人と ：う ．． ： 靴

下
い： ：.な ： . の罰： の..：助： ：卒：座：助 ． ． 之祐 •る

：の：の：へ：へ：が
象

之
; : : 留: :と：

： 恋狙 ： 羽根 ： 行： ゅ ： 秋 助： を助： 狙：:: .Iこ.之..・ .： ＜ ..： ＜.. ．子 重ね自・ • ： は：． あが：
’

之：： 
付
気助 ： ば ： ： 。 ： に w一 · :

たえ子
秋：： ： ． 助：. '

： に： fこ:: J!!J ： nIJ て分： 色'; の；： い厳； き： ：子； 子 満と ・ の： ： るた： ィ：： てし： 1こI :は： ヘ 足猜之 靴．．
ち： ； メ'

しヽしヽ ： 則： ：こ' の す ： 下: : に：． I: るの： 子： ：な：
繋

ろ助
翠： ； 空： ： ジ：

為は： の： ．•． しヽ ．
．． の： 色・· が：.

' 

： ： 
空： ： 空 B \:下コ； B 

： 
： 色： ： 色子： ：留パ：夫

人
： ： ： の： ． のの：． ル：

〗．
． 靴

下
ア

・
； ト ：の： .. 

： ク：，プ：ァ
： ： 留セ：． ル：ク： ： ： ン： ：I:セ： ト：'：. の：

．ン： 

．： ：． 珈ト： ．． 

噂
の序

： 

．

:....... ：： • : ： 
．

: ·......... ... ：：： : 

．

． ！..... .. ： ：. :歌^ 云手と
記急 を
での 催

嬰嬰 t 
-r,0そ

れ
ぞ
れ
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忌

7 6 • ！�→. 

四 明 ぁ ＾ 
�9ヽ.• 一9ヽ ・`

時 ろ る 夏◄一月三←←： 十月 ←： —�
日 夕

、一

： 万 + ：七：

： 日：日；

； の別 荘
胃

荘宗
： 

別；避荘 盈 別
；＜登荘： の 家

地： そ の の

； ば 別 別

翌 l
則 捐 秋 秋 夏 之禎 ！： 

秋 ： 捐 ；： 禎之 嬰：
秋

：翌之
助 ： 子 ： 

之
助 ： 助助： 子 助 子 子 助 助：子：助

： ： .. 

； ； 

農 あ妻：秋 若 甥別
↓禎之 II 昨 ； 老 i 無 ： 謡 思井軽

沢
i 今 ！ 捐之捐

ふ の ：子
D 

々 に 怒年；い：遠： の ・年・之
助気 れ言： し 憎荘を助り の呑・：の ；慮な ； 会 ： の ； 助

？ 
そ菜：さ し‘ 悪 IC ：自． ：． で ： 夏

は
： のの

うを：び IC.飛対し 堰水

を

： 党 ：若 ： 能面 実現の. ;若恋
が に間：し 近び ：．：さ：

子
IIり：別：さIC:

よ
ない：そ い出て ：九

名
： ：の ： 荘 ： に付気

＜ るた：ぅ 感情

抱
を

す怒り 発見

割↓ 
； ： ： ： ：•

・ な
よう

t と ： に ： 敵意
わ 時： 空 の ：ゆ： い
か 、: ー ．の. . 想生

慶
； ＜ ：をて

る
憶追 ： ； 争二 ： 甘定 ： ： 老 ：っ：持い

く い人る： : :い ： もり ：つる
で： の 空：' ，' ° 

： 
： 

い空→ね ＾ B i師 ら色 秋
交

^冷 ：
の つのえ百子 し、 ． ： 
よ し靴則子 ..... の 女 ： 

i 
ゃ下 ア

; る留を さ ク
の ん セ 、一 ： 
←しは ン ： 

て ‘
卜 ： ： ： 

見ら れそ会う 別荘る
と
助

狙之
肋いた昨年 近 a 誓1こに禎

之 〗てを °
の 言 怒行 の呑 の

父雙悶
横うが

を
りこ助 漿のの 則

子
うは水

辺で
煤発す

と
則‘堰をで ‘ に

別 二人子
秋会わ さる子発ゼ

荘 せ
る。

狽之
会
IC 

か にはせ
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こ
の
作
品
は
七
節
か
ら
な
り、

序
・
破
・
急
の
定
型
を
踏
ん
だ一―一
部
構
成

を
取
る。

序
の
段
は．、
一
節
が
禎
之
助、
二
節
が
捐
之
節、

三
節
が
秋
子
を
中
心
に、

そ
れ
ぞ
れ
の
田
件
を
描
い
て
い
る。

禎
之
助
は
大
き
な
香
水
壊
を
購
入
し、

捐
之
助
は
里
見
則
子
と
の
愛
を
確
認
し、

秋
子
は
歌
会
に
於
い
て
歩
想
の
世

界
に
遊
ぷ
と
い
う、
一
見
ば
ら
ば
ら
な
事
件
は、

「
こ
の
物
語
の
三
つ
の

・「
化」
を
冠
と
す
る
同
時
に
起．
っ
た
三
場
面」
と
あ
る
よ
う
に、

同
時
制
で

あ
ろ
と
い
う
点
で
繋
が
っ
て
い
る。

破
の
段
は、

序
と
急
の
間
の
時
間
的
空
白
を
三
人
の
手
記
に
よ
っ
て
埋
め

る
役
割
を
持
つ
段
で
あ
る。
八
つ
の
手
記
は、

主
と
し
て
捐
之
助
の
恋
愛
を

話
題
と
し
て
い
る。

急
の
段
で
は、

そ
れ
ま
で
穀
慢
だ
っ
た
そ
れ
ぞ
れ
の
感
情
が
一
気
に
激
昂

し、

文
字
通
り
急
転
す
る
が、

こ
れ
は
一
時
的
な
現
象
で
あ
り、

後
半
の
第

七
節
で
は、

再
び
静
的
な
展
開
と
な
ろ。

以
下
こ
の
作
品
の
構
成
に
つ
い
て、

そ
の
特
色
を
述
べ
る
こ
と
と
す
ろ。

2
_
〇

時
間
の
観
念

三
島
の
時
囲
に
対
す
ろ
観
念
は、

極
め
て
厳
格
な
も
の
で
あ
っ
た。

以
下

は
「
小
説
の
技
巧
に
つ
い
て」
（
『
三
島
由
紀
夫
全
染
・
25
』
新
潮
社
よ
り）

か
ら
の
抜
粋
で
あ
ろ。

0

時
間
を
小
説
の
哲
卑
的
主
題
と
し
た
ブ
ル
ウ
ス
ト
も、

形
而
上
半
的
な

時
間
の
た
め
に、

小
説
に
従
麗
せ
し
め
ら
れ
た
時
閻
を
意
識
的
に
犠
牲

に
供
す
る。

小説
に
従
屡
せ
し
め
ら
れ
た

時間
と

私が
言
ふ
の
は、

作品
の

質世

に
何
ら
偶
漿
的
な
斐
化
を
許
さ
な
い
や
う
な
時
間
の
こ
と
で
あ
る。

…
…

．．．
 （
以
下
略）．．．．．
 

0

戯
曲
と
い
ふ
ジ
ャ
ン
ル
か
ら
小
説
が
う
け
と
り、

そ
れ
に
よ
っ
て
小
説

が
己
れ
を
識
る
に
盆
す
る
も
の
は
少
な
く
あ
る
ま
い。

戯
曲
は
表
現
の

た
め
の
最
も
端
的
な
形
態
で
あ
り、

描
窯
に
よ
る
間
接
的
な
表
現
を
要

し
な
い。
．．．．．．
 （
中
略）
．．．．．．
 又
そ
こ
で
は
時
間
が
空
間
の
う
ち
に
的

確
に
と
ら
へ
ら
れ
て
を
り、
し
か
も
こ
の
時
間
は、

正
碓
に
計
算
さ
れ

偶
登
性
を
残
さ
な
い
。
．．．．．．
 技
術
が
全
く
象
徴
化
さ
れ、

作
品
の
質
屈

の
抽
象
的
な
部
位
に
な
り
き
る
と
す
れ
ば、

そ
れ
は
そ
の
小
説
を
時
間

に
似
た
構
造
へ
み
ら
ぴ
く
こ
と
に
な
ろ。

時
閻
藝
術
と
し
て
も
つ
と
も

ー

純
悴
な
形
態
で
あ
り、

そ
こ
に
は
戯
曲
の
や
う
な
セ
リ
フ
も
き
こ
え
ず、
一，ー

た
だ
冷
厳
な
時
を
刻
む
音
だ
け
が
き
こ
え
る。

（
「
小
説
の
技
巧
に
つ
い
て
」
二
三
五
頁
ー
ニ
三
八
頁）

以
上
の
よ
う
に、

三
島
に
と
っ
て
の
時
間
と
は、

「
小
説
に
従
扇
せ
し
め

ら
れ
た
時
間」
で
は
な
く、

如
何
な
る
偶
発
性
を
も
認
め
ぬ
冷
厳
な
時
間
な

の
で
あ
ろ。

例
え
ば
『
金
閥
寺
』
で
は、

第一
章
か
ら
第
十
章
ま
で、

そ
の

沼
毎、

或
い
は
節
毎
に、

様
々
な
事
件
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
が、

そ
の
底

流
に
は、

厳
然
と
正
確
な
時
が
刻
ま
れ
て
お
り、

時
間
の
逆
行
も、
二
箇
所

に
見
ら
れ
る
の
み
で
あ
る。
三
島
が
小
説
の
中
で、

ど
ん
な
細
工
を
し
よ
う

と
も、

時
間
は
犠
牲
に
供
さ
れ
る
こ
と
な
く
確
実
に
流
れ
て
い
る
訳
だ。

『
彩
絹
硝
子
』
で
は、
一
・
ニ
・
三
節
が
同
時
制、
七
節
の
終
わ
り
の
部

分
に
も
同
様
の
手
法
が
取
ら
れ
て
お
り、
『
金
閣
寺
』
に
於
け
ろ
時
間
と
は、



明
ら
か
に
異
な
っ
た
様
相
を
呈
し
て
い
る
と
言
え
る。

序
の
段
の
第一
•
第
ニ
・
策
三
節
の
同
時
制
は、

第
四
節
の
説
明
に
よ
り

明
確
に
さ
れ
て
い
る
が、
各
節
と
も、
そ
の
こ
と
を
暗
示
す
る
文
邸
を
含
ん

で
い
る。

0

第一
節

雨
が
降
っ
て
ゐ
た、
問
荷
の
絲
の
や
う
に。
彼
は
家
へ
節
る。
．．．．．．．．．
 

さい

（
中
略）
・・・・・・
要
の
歌
の
合
だ。
四
時
か
ら
九
時
ま
で
が
規
定
だ
っ
た。

（
箪
者
注
・
禎
之
助
氏
は
外
出
し
て
い
た。
）

0

第
二
節

今
日
は
伯
母
の
歌
9
の
日
だ。
伯
父
は
な
ん
と
か
協
合
の
事
務
所
へ
行

き、
か
へ
り
に
銀
座
へ
よ
る
と
云
つ
て
家
を
出
た。
．．．．．．
 （
中
略）
．．．
 

．．．
 沼
＜
ゃ
否
ゃ
ふ
り
出
し
た。
（
叩
者
注
・
狙
之
助
は
里
見
家
に
行
っ

て
い
た。
）

0

第
三
節

「
里
見
さ
ん
の
と
こ
で
す
よ
（
叩
者
注
・
里
見
さ
ん
の
家
を
訪
問
す
る

の
意）
」

こ
の
言
菜
は
も
の
、
―
二
時
閻
ま
へ
に
狙
之
助
の
口
か
ら
き

い
た
そ
れ
で
あ
る。
（
策
者
注
・
秋
子
は
改
会
を
佃
し
て
い
た。
）

（
以
上
『
三
烏
由
紀
夫
全
災・
1
』
新
潮
社
所
収
『
彩
柑
硝
子
』
よ
り）

自
然
描
写
で
は
雨、
そ
の
他
事
件
で
は、
秋
子
の
歌
会、
禎
之
肋
の
外
出、

狙
之
助
の
里
見
家
訪
問
な
ど
が
以
上
三
節
の
時
制
の
一
致
を
示
す
表
現
で
あ

る。

従
っ
て
厳
密
に
言
え
ば
第
四
節
は
蛇
足
と
苫
わ
ね
ば
な
ら
な
い。
そ
れ

で
も
敢
え
て
説
明
を
加
え
た
理
由
は、
同
時
制
を
示
す
描
写
が
作
品
中
で
不

節
明
で
あ
っ
た
為
で
あ
る。

序
の
段
の
各
節
は、
禎
之
助·
狙
之
助•
秋
子
或
い
は
作
者
の
祝
点
か
ら

様
々
な
回
想
・
空
想
が
嵌
め
込
ま
れ
て
い
る。
第一
節
で
は、
同
時
制
に
お

け
る
現
在
に
始
ま
り、
二、
三
年
前
の
宗
万
氏
を
宜
者
が
説
明
す
ろ
部
分
が

抑
入
さ
れ、
ま
た
現
任
に
戻
り、
さ
ら
に
叩
者
に
よ
ろ
説
明、
況
在
と、
時

制
が
目
ま
ぐ
る
し
く
変
化
し
て
い
る。
第
三
節
に
於
い
て
も
同
様
で、
現
在、

空
想
、
数
十
年
前
の
記
岱、
そ
れ
よ
り
少
し
新
し
い
記
憐
等
が
錯
綜
し
て
お

り、
こ
れ
ら
の
こ
と
が、
三
つ
の
節
が
同
時
制
の
下
に
成
立
し
て
い
る
tlI
実

を
不
明
瞭
に
し
て
い
る
の
で
あ
る。

こ
の
よ
う
な
浪
乱
は、
少
年
三
島
由
紀
夫
の
時
閥
の
観
念
に
根
ざ
し
た
も

の
と
言
え
る。
三
島
が
幼
時
期
に、
気
性
の
激
し
い
祖
母
夏
子
の
そ
ば
で、

外
界
と
熙
絶
さ
れ
た
生
活
を
送
っ
て
い
た
の
は
周
知
の
通
り
で
あ
る。
そ
ん

な
彼
が、

現
火
的
な
時
の
流
れ
と
没
交
渉
で
あ
っ
た
と
し
て
も
不
思
議
は
な

い。
彼
に
と
っ
て、
空
想
と
況
実、
或
い
は、
現
実
と
過
去
は
屁
然一
体
で

あ
り、
自
由
に
往
来
で
き
る
世
界
だ
っ
た
の
で
あ
る。
第
三
節
の
秋
子
の
イ

リ
ウ
ジ
ョ
ン
の
記
栢
へ
の
発
殷
は、
ま
さ
に
三
島
の
行
き
来
す
る
位
界
と
同

釘
の
も
の
で
あ
る
と
言
え
よ
う。

相
原
和
邦
氏
は、
「
三
為
文
学
と
『
文
芸
文
化
』
」

の
中
で、
破
の
段・

第
八
の
手
記
（
罰
之
助）
の
一
部
分、

朝
の
霧
の
な
か
で
彼
女
の
帽
子
が
チ
ラ

ノ＼
近
づ
い
て
く
る
の
を
俣
は

み
つ
け
る
だ
ら
う。
伐
は
nん
え
な
い
ふ
り
を
し
て
近
よ
っ
て
ゆ
く。
牧

場
で
は
牛
た
ち
が
涵
の
牛
乳
風
呂
に
ひ
た
り
な
が
ら
乳
を
し
ば
ら
れ
て
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ゐ
る
だ
ら
う。
僕
は
か
ま
は
ず
ぶ
つ
か
る。

彼
女
は
す
ま
し
た
鰈
の
顔

を
み
て
一
瞬
へ
ん
な
氣
持
を
味
ひ
そ
し
て
す
ぐ
お
芝
居
を
見
破
る。
．．．
 

（
中
略）
．．．．．．
 

ぼ
ん
や
り
し
て
道
を
あ
る
い
て
ゐ
る
と
よ
く
僕
は
木
の
枝
に
額
を
ぶ

つ
け
た
も
の
だ
っ
た。

す
る
と
栗
凪
が
ぜ
ん
ま
い
仕
掛
の
や
う
な
ぎ
こ
ら
な
い
走
り
方
で
背

に
尻
尾
を
縫
ひ
つ
け
て
逃
げ
て
ゆ
く。

僕
は
そ
こ
に
硝
子
戸
を
悶
て
た

ゃ
う
な
風
尿
を
感
じ
た。
．．．．．．
 （
後
略）
．．．．．．
 

（
前
掲
の
由ー
ニ
三
頁）

を
引
用
し
て、
こ
の
よ
う
に
解
説
を
加
え
て
い
る。

こ
れ
が
初
期
三
島
の
第一
の
特
質
で
あ
る。
こ
の
背
景
に
は、
典
型
的

な
お
祖
母
さ
ん
子
と
し
て
育
て
ら
れ、
遊
び
相
手
は
い
つ
も
女
の
子、

北
物
は
斉
い
魚
を
避
け
て
白
身
の
魚
や
ウ
ェ
フ
ア
ー
ス
の
よ
う
な
加
工

品
ば
か
り
与
え
ら
れ
る
一
方、

絵
両
ゃ
書
物
に
眈
溺
し
て
い
た
作
者
の

少
年
時
の
体
験
が
あ
ろ
う。
す
な
わ
ら、
強
烈
で
新
鮮
な
現
実
か
ら
隔

紺
さ
れ、
都
市
の
人
工
的
世
界
と
り
わ
け
掛
物
に
よ
っ
て
二
六
時
中

「
言
菓
の
お
城」
で
過
し
た
少
年
が、
現
実
と
夢
想
と
を
混
同
し、
歩

想
こ
そ
自
分
の
呉
実
と
考
え
る
に
至
ろ
の
は
当
然
で
あ
り、
ジ
ャ
ン
・

ポ
ー
ル
・
サ
ル
ト
ル
（
自
伝
『
言
葉
』
）
に
も
例
が
あ
る。

前
掲
の
第
八
の
手
記
は、
旺
井
沢
へ
行
く
計
面
に
浮
き
浮
き
し
た
猾
之
助

が、
此
地
で
の
自
分
と
則
子
を
拶
想
し
た
部
分
で
あ
る。
従
っ
て、
牧
場
の

牛
も
彼
女
の
曲
っ
た
唇
も、
全
て
猜
之
助
の
空
想
の
産
物
な
の
で
あ
る。
し

「
ぽ
ん
や
り・・・・・・」
以
酪、
拶
想
は
突
然
過
去
な
の
か
未
来
な
の
か、

そ
の
区
別
を
失
っ
て
し
ま
う。
現
突
と
歩
想
が
彼
の
頭
の
中
で
一
体
化
し
て

い
る
わ
け
で
あ
る。
こ
の
現
象
を
相
原
氏
は、
三
島
の
幼
時
体
験
と
結
ぴ
つ

け
る。
少
年
三
品
の
時
間
の
観
念
の
特
殊
性
は、
こ
こ
に
単
的
に
現
れ
て
い

る
と
言
え
よ
う。
こ
の
よ
う
な
拶
想
と
現
実、
或
い
は
過
去
と
の
一
体
化
は、

後
期
の
作
品
に
も
沼
在
し、
未
経
験
の
記
位
と
し
て、
し
ば
し
ば
顔
を
覗
か

せ
る。
『
金
閣
寺
』
の
溝
口
も、
こ
の
思
想
の
持
ら
主
で
あ
っ
た。

以
上
の
よ
う
に、
序
の
段
の
同
時
制
の
手
法
は、
少
年
期
の
三
底
の
特
殊

な
時
間
の
把
瓶
に
よ
り
品
乱
を
き
た
し
て
い
る
と
宮
わ
ね
ば
な
ら
な
い
が、

む
し
ろ
第
七
節
の
同
時
制
の
万
が
成
功
し
て
い
る
よ
う
だ。

秋
子
夫
人
の

「
ね
え、
則
子
さ
ん
は
空
色
の
靴
下
留
を
し
て
い
ら
つ
し
ゃ
ろ
の
？」
と
い

う
翌
菜
を、

禎
之
助
が
窓
辺
で
聞
い
て
い
る
場
面
で
あ
る。

そ
の
8
菓
に
追

岱
で
あ
ふ
れ
そ
う
に
な
る
禎
之
助、
捐
之
助
に
否
定
さ
れ
て
寂
し
そ
う
な
目

付
き
を
す
る
秋
子、
そ
れ
ぞ
れ
の
心
摸
様
が
抒
情
的
に
描
き
出
さ
れ
て、
冗

慢
な
と
こ
ろ
が
な
い。

い
ず
れ
に
し
て
も、

後
期
三
品
の
冷
厳
と
し
た
時
間
の
観
念
の
萌
芽
は、

『
彩
格
硝
子
』
に
は
見
と
め
る
こ
と
が
で
き
な
い。

少
年
期
の
三
島
は
特
殊

な
時
閻
を
有
す
る
世
界
の
住
人
で
あ
り、

小
説
に
犠
牲
に
さ
れ
る
こ
と
の
な

い
時
間
を
見
出
す
の
は、

も
っ
と
後
の
こ
と
な
の
で
あ
る。

2
1
②

鴫
示
の
手
法

臼
井
吉
見
氏
と
中
村
光
夫
氏
の
対
談
の
中
に
当
作
品
の
批
評
が
出
て
く
る

が、

「
オ
気
ば
し
っ
て
」
い
る
と、

手
厳
し
い
内
容
で
あ
っ
た。
ま
た
三
枝

か
し、
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（
「
私
の
小
説
作
法」
『
三
島
由
紀
夫
全
染
•

31
』
新
期
社

八
頁
ー
ニ
五
九
頁）

二
五

駁
高
氏
は、
『
三
烏
由
紀
夫
そ
の
血
と
肖
春
』
（
桜
楓
社）

の
中
で、

の
頃
杏
か
れ
た
『
彩
絵
硝
子
』
は、

文
芸
部
貝
に
な
っ
て
か
ら
困
い
た
た
め

か、

少
々
背
の
び
し
た
感
が
あ
る
が、

ラ
デ
ィ
ゲ
な
ど
翻
訳
小
説
の
影
響
が

目
立
ち、

堀
辰
雄
の
心
理
小
説
風
の
作
風
を
示
し
て
い
た
」

と
評
し
て
い
ろ。

才
気
ば
し
っ
た
作
風、

背
の
び
の
感
は、

構
成
に
暗
示
を
た
く
さ
ん
盛
り
込

ん
だ
こ
と
に
由
来
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る。

三
島
由
紀
夫
と
暗
示
の
手
法
が
終
生
分
か
ち
得
ぬ
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は

平
実
で
あ
る。

ぷ
ほ

じ
だ
い

い
令‘

0

長
篇
小
説
は
総
が
っ
て
陪
示
的
に
終
ら
す
よ
り
も、

野
荘
に
大
時
代
に

終
ら
す
ほ
う
が、

本
筋
で
は
な
い
か
と
思
は
れ
る。

そ
こ
が
短
篇
小
説

の
結
末
と
ち
が
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る。

（
「
私
の
小
説
の
方
法」
『

三
島
由
紀
夫
全
集
・
26
』
新
湖
社

四

五
四
頁）

0

私
の
小
説
は、

訴
訟
や
音
築
と
同
じ
で、

必
ず
陪
示
を
含
ん
で
C
く
ゆ

ろ
や
か
に
は
じ
ま
り、

は
じ
め
は
モ
タ
モ
ク
し
て、

何
を
や
っ
て
ゐ
る

の
か
わ
か
ら
な
い
や
う
に
し
て
お
い
て、

徐
々
に
ク
レ
シ
ェ
ン
ド
に
な

つ
て、

最
後
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
ヘ
向
か
つ
て
す
べ
て
を
盛
り
上
げ
ろ、

と
い
ふ
定
石
を
踏
ん
で
ゐ
る。

私
に
と
つ
て
は、

こ
れ
が
す
ぺ
て
の
藝

術
の
基
本
型
だ
と
思
は
れ
る
の
で、

こ
の
形
を
く
づ
す
こ
と
は
イ
ヤ
で

あ
る。

「
こ

で
彼
が
力
説
す
る
よ
う
に、

彼
の
短
篇
小
説
は
必
ず
暗
示
を
含
む
必
要
が
あ

っ
た
の
で
あ
ろ。

当
作
品
が
C
く
初
期
の
作
品
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず、

よ
く
エ
ま
れ
た

と
い
う
印
象
を
抱
か
せ
ろ
の
も
ま
た
暗
示
の
彩
馨
と
言
え
よ
う。

さ
て、

こ
の
作
品
に
於
け
ろ
暗
示
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は、

「
呑
水
壊」
で
あ

ろ。

退
役
造
船
中
将
男
爵
が
自
分
の
為
に
「
香
水
堰」
を
購
入
す
る
と
い
う

留
頭
部
分
が
既
に
伏
線
で
あ
る
。
戦
前
の
謹
厳
な
印
人
と、

香
水
の
相
oo
oo

係
は
何
か。

最
も
考
え
ら
れ
な
い
組
み
合
わ
せ
で
あ
る
と
言
わ
ね
ば
な
る
ま

い。

何
故
彼
は、

香
水
を
貿
う
必
要
が
あ
っ
た
の
か。

そ
の
鎚
は
「
香
水
湿

の
描
写
の
中
に
あ
ろ。

0

化
粧
品
烈
場
で
は
粧
っ
た
女
の
や
う
な
香
水
堰
が
な
ら
ん
で
ゐ
た。

彼

に
は
そ
れ
が
冷
た
い
女
た
ち
の
や
う
に
み
え
た。

簡
囮
と
限
界
の
な
か

の
液
閲
は
す
き
と
ほ
っ
た
石
に
に
て
ゐ
た。

(
1
0
一

頁）

0

石
竹
色
の
眠
っ
た
女
の
目
の
や
う
な
泡
が
（
そ
れ
は
ど
こ
か
石
女
の
や

う
で
も
あ
る）

限
界
を
超
え
よ
う
と
せ
ず
に、

自
分
の
世
界
に
と
ぢ
こ

も
つ
て
築
し
さ
う
に
わ
き
上
っ
た。

す
ぐ
泡
は
石
に
な
り、

そ
し
ら
ぬ

類
を
し
た。

(
1
0
五
頁）

呑
水
は
女、

特
に
「
石」
の
性
質
を
持
っ
た
女
に
た
と
え
ら
れ
て
い
る
こ

と
が
わ
か
る。

さ
ら
に
、

0

氏
が
お
そ
ま
き
の
胄
春
に
船
出
し
か
け
た
直
後、
氏
の
沌
純
主
義
が
附
純

主
毅
の
あ
る
若
い
女
か
ら
打
撃
を
か
う
む
っ
た
の
で
：
；
：
（
後
略）
．

．

．

 

(
1
0
四
頁）

•
9.
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．
に
於
け
る、
一
度
き
り
登
場
す
ろ
だ
け
の
「
沌
純
主
義
の
あ
る
若
い
女」
と、

0

化
石
の
や
う
な
性
質
が
彼
女
の
な
か
に
あ
っ
た。
(1
0
六
頁）

と
い
う
則
子
の
描
写
よ
り、
三
者
が
同一
人
物
で
あ
る
可
能
性
が
生
じ、
こ

の
こ
と
に
よ
っ
て
繋
が
れ
て
い
な
か
っ
た
則
子
と
柏
之
助
の
関
係
が
理
解
で

き
る
訳
で
あ
る。
ま
た
捐
之
助
に
対
す
る
禎
之
助
の
態
度
が
不
可
思
謂
で
あ

．
る
由
来
も
は
っ
き
り
す
る
の
で
あ
る。

少
年
三
島
が、
こ
の
香
水
湿
の
中
の
女
11
石
の
女
11
則
子
11
消
純
主
義
の

若
い
女
と
い
う
図
式
の
暗
示
を
組
み
込
ん
だ
と
す
る
と、
こ
れ
は
驚
界
的
な

こ
と
だ
と
言
わ
ね
ば
な
る
ま
い。
（
「
石
の
女」
の
イ
メ
ー
ジ
は
三
為
の
女

性
観
の
特
色
で
あ
ろ
う。
『
彩
閉
硝
子
』
の
則
子
の
他
に、
『
音
発
』
の
弓

川
廊
子、
『
沈
め
ろ
瀧
』
の
顕
子、
『
金
囮
寺
』
の
有
為
子
な
ど
が
い
る。

ま
た
llU
子
の
「
石」
の
性
質
か
ら
く
る
「
来
な
い
女」
の
イ
メ
ー
ジ
に
類
す

る
の
は、
『
玉
刻
邪
』
の
芳
子、
『
朝
自
』
の
女
君、
『
春
の
雪
』
の
聡
子

な
ど
で
あ
る。
）

し
か
し、
そ
の
暗
示
を
文
字
通
り
暗
に
示
し
す
ぎ
た
為、
香
水
限
を
主
軸

に
し
た
構
成
に
は
い
く
つ
か
の
破
綻
が
見
ら
れ
る。

序
の
段一
節
の
あ
の
日、
面
動
的
に
手
に
入
れ
た、
か
の
香
水
湿
は、
そ

の
日
以
来
柏
之
助
に
忘
れ
去
ら
れ
て
い
た
が、
そ
れ
が
則
子
を
暗
示
し、
禎

之
助
の
お
そ
ま
き
の
冑
春
と、
捐
之
助
の
青
春
に
閲
係
が
あ
る
為、
第
六
節

の
感
俯
の
激
昂
の
場
面
で、
当
然
の
と
と
く
再
登
視
の
必
要
に
せ
ま
ら
れ
る。

し
か
し、
あ
の
日
以
来
思
い
出
し
も
し
な
か
っ
た
も
の
を、
突
然
軽
井
沢
に

出
現
さ
せ
る
の
は
容
易
な
こ
と
で
は
な
い。
し
か
た
な
く
三
品
少
年
は、

0

宗
方
氏
は
押
入
の
隈
に
な
に
か
見
恨
れ
ぬ
も
の
が
あ
る
の
に
氣
附
い
た。

そ
れ
は
電
光
の
た
め
に
冷
や
ヽ
か
に
美
し
く
映
え
て
ゐ
た。
と
り
あ
げ

て
み
て
宗
方
氏
は
ぴ
つ
く
り
し
た。
半
分
ほ
ど
な
く
な
つ
て
ゐ
る
昨
年

の
香
水
堰
で
あ
ろ。
あ
の
日
か
ら
氏
は一
戸
棚
の
よ
こ
か
ど
こ
か
へ
ほ
つ

た
ら
か
し
に
し
て
お
い
た
筈
だ。
整
理
を
任
さ
れ
た
女
中
が
氣
を
利
か

せ
て、
ト
ラ
ン
ク
の
な
か
へ
い
れ
た
も
の
ら
し
い。
(―
二
五
頁）

と、
女
中
に
罪
を
な
す
り
付
け
た。
し
か
し、
整
理
を
任
さ
れ
た
女
中
が、

半
分
に
な
っ
て
半
ば
変
色
し
た
香
水
を、
「
氣
を
利
か
せ
て」
軽
井
沢
に
も

っ
て
来
さ
せ
る
と
い
う
論
法
に
は
無
理
が
あ
る。
そ
の
上
な
ぜ
半
分
に
な
っ

て
い
る
必
要
が
あ
る
の
か
と
い
う
疑
問
も
生
じ
ろ
の
で
あ
る。

さ
ら
に、
香
水
堰
に
対
す
る
芙
意
識
の
不
統一
も
指
摘
で
き
る。

0

そ
れ
は
や
A

碍な。
し
て
ゐ
た。
宗
万
氏
は
こ
れ
を
み
つ
け
た
こ
と
に
よ

つ
て
の
思
ひ
出
に
さ
し
て
深
い
感
慨
も
佃
ほ
さ
ず
に
そ
れ
を
硝
子
戸
の

方
へ
か
ざ
し
て
み
た。
と、
招
茨
が
堰
の
な
か
の
透
明
な
女
を
射
貨
い

た。
(]
二
六
頁）

ま
だ
新
し
い
香
水
を
「
透
明
な
女」
に
た
と
え
る
の
な
ら
よ
い
が、
「
褪
色

し」
た
香
水
を
「
透
明
な
女」
と
言
っ
て
し
ま
っ
た
の
は
明
ら
か
に
失
敗
で

あ
る。し

か
し、
こ
れ
ら
の
破
綻
よ
り
も、
暗
示
を
工
み、
構
成
に
組
み
込
ん
だ

十
五
綬
の
少
年
の
中
に
あ
る、
後
期
の
構
成
に
対
す
る
栢
神
の
萌
芽
が
よ
り

重
要
で
あ
る
こ
と
は
苫
う
ま
で
も
な
い。
こ
う
い
う
手
法
に
つ
い
て
は、
よ

く、
餃
念
的
で
あ
る、
現
実
感
が
乏
し
い
な
ど
の
批
判
が
な
さ
れ
る
が、
こ
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老
人

こ
で
は、
三
島
の
大
き
な
特
色
に
数
え
ろ
に
留
め
て
お
く。

2
ー
③

登
場
人
物
の
設
定

宗
方
禎
之
助
氏
は、
「
退
役
造
船
中
将
男
爵」
の
周
む
き
を
持
つ
謹
厳
な

老
人
で
あ
る。
序
の
段
第一
節
は、
そ
の
禎
之
助
の
性
格、
社
会
的
地
位
等

を
設
定
し、
氏
が
香
水
を
買
う
と
い
う
行
為
の
意
外
性
を
力
説
す
る
部
分
で

あ
る。

0
社
会
的
地
位�

0

退
役
造
船
中
将
男
爵

0

披
服
改
良
迎
動
委
貝
会
会
長、
少
年
梅
軍
密
識
油
及
会
会
長、
日
姦
戦

0

宗
方
家
の
改
子

。
同
期
生
の
巾
で
も
五
番
を
く
だ
ら
ぬ
出
批
番
附

〇
性

格

0

人
か
ら
「
好
い
人
だ」
と
い
わ
れ
る
こ
と
に
つ
と
め
て
い
る
普
良
な
中

0

自
分
を
将
敬
し
て
い
る
人
間
の
前
で
は、
お
よ
そ
「
笞
良」
と
「
面
臼

い
」

の
二
つ
に
し
か
形
容
で
き
な
い
朋
迷
さ
を
と
お
り
こ
し
た
親
愛
の

あ
り
さ
ま
に
自
分
を
凶
＜

0

甜
咄
さ
れ
易
い

以
上
の
指
摘
点
は
ほ
と
ん
ど、
構
成
表
中
点
線
で
囲
ん
だ
二
箇
所
に
含
ま

れ
て
い
る。

社
会
的
地
位
は
非
常
に
高
い
が、
第一
線
は
退
き、
装
飾
的
な
訂
む
き
は

争
日
本
而
洞
戦
記
念
会
理
ljJ.

多
い
が、
精
力
的
に
活
動
す
る
場
は
ど
こ
に
も
残
さ
れ
て
い
な
い
老
人、
と

い
う
設
定
は、
そ
の
性
格
の
逃
良
さ
を
加
味
す
ろ
こ
と
に
よ
っ
て、
さ
ら
に

同
俯
と
皮
肉
の
度
を
増
す。

殊
に、
三
島
の
皮
肉
の
叩
は、
現
役
時
代、
出
世
頭
で
あ
っ
た
項
の
彼
を

も
容
赦
し
な
い
の
は
面
白
い。
彼
の
出
Ut
は、
「
造
船
の
も
と
ゐ
に
な
ろ
完

全
な
技
術
は
ろ
く
に
知
り
も
せ
ぬ」
の
に、
次
々
と
考
栞
す
る
ち
ょ
っ
と
し

た
工
夫、
例
え
ば、
諾
＆
奎
の
窓
の
開
閉
装
凶、
ハ
ン
モ
ッ
ク
と
天
井
の
距

俎
の
計
卯
な
ど
に
よ
る
も
の
で
あ
り、
た
だ
の
「
幸
巡
兒」
に
す
ぎ
な
か
っ

た
と
言
う
の
で
あ
る。
当
時
の
貨
族
階
級
の
典
型
を、
少
年
三
島
由
紀
夫
が

逸
確、
簡
腐
に
表
現
し
た
例
で
あ
る。
三
恥
自
身
は
凶
族
で
は
な
い
が、
学

習
院
に
学
ん
で
い
た
諸
平
梢
か
ら、
投
族
の
子
弟
と
の
交
遊
も
あ
り、
又、

祖
母
以
子
の
彩
密
な
ど
か
ら
も、
独
自
の
特
権
階
級
意
識
を
投
う
こ
と
は
可

能
で
あ
っ
た。

さ
て、
か
く
の
如
き
宗
方
糾
之
助
に
香
水
を
図
わ
せ
る
と
い
う
設
定
に
よ

っ
て、
作
品
日
頭
部
の
意
外
性
を
梃
う
こ
と
に
は
成
功
し
た
が、
人
物
設
定

と
香
水
屈
に
何
ら
共
迎
点
が
な
い
と
い
う
の
で
は、
構
成
上
そ
の
破
綻
を
誘

う
こ
と
に
な
る。
次
に
指
げ
る
文
序
も
ま
た、
前
掲
の
構
成
汲
中、
A
叩
者

に
よ
る
宗
方
氏
の
説
明
V
の
部
分
よ
り
の
抜
枠
で
あ
る。

°
老
坪
へ
は
ひ
つ
て
海

冗を
や
め
て
か
ら
き
ふ
に
彼
は
若
々
し
く
な
り
だ

し
た
の
だ。
「
毛
lli
の
ま
ね
だ」
な
ん
ぞ
と
い
ひ
な
が
ら、
白一
色
の

豆
屈
に
ほ
と
ん
ど
赤
に
近
い
涌
老
茶
紋
様
の
ネ
ク
タ
イ
を
つ
け
た
り
し

た。
し
か
し
ど
う
や
ら
御
趣
味
は
永
年
の
洵
軍
生
活
で
固
ま
つ
て、
ほ
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め
ら
れ
ぬ
も
の
で
あ
っ
た。

「
ど
う
し
て
ま
あ
か
う
急
に
自
分
を
炭
へ
ら
れ
る
も
の
だ
ら
う」
と
友

人
た
ち
が
照
吹
し
た。

不
良
老
年
と
一
紺
に
な
っ
て
お
そ
ま
き
の�H
春

に
船
出
し
か
け
た
直
後、

氏
の
消
純
主
義
が
梢
純
主
義
の
あ
ろ
若
い
女

か
ら
打
撃
を
か
う
む
っ
た
の
で、

ま
た
彼
は
謹
厳
な
老
人
に
あ
と
も
ど

り
し
て
し
ま
っ
た
の
だ・・・・・・。

(
1
0
三
頁
S
I
O
ffi
頁）

こ
の
部
分
に
類
す
る
記
述
は、
一
切
方
か
れ
て
い
な
い。

不
良
老
年
と
は

誰
な
の
か、

氏
に
と
っ
て
人
生
を
変
え
る
原
動
力
と
な
っ
た
梢
紬
主
義
の
女

と
は
誰
な
の
か、

そ
の
他
細
部
は
全
て
行
間
に
埋
没
し
て
し
ま
っ
て
い
る。

切
で
述
ぺ
た
通
り、

こ
こ
は
宗
方
氏
と
香
水、

香
水
と
里
兄
則
子、

そ
し

て
里
見
則
子
と
宗
方
氏
を
繋
ぐ
伏
線
の
役
目
を
負
う
択
だ
が、

細
部
の
省
略

が
過
ぎ
て
理
解
し
難
い
印
象
の
方
が
弛
い。
つ
ま
り、

伏
線
を
敷
く
と
い
う

意
図
に
染
中
し
す
ぎ
て、

構
成
を
不
鮮
明
に
し
た
三
島
の
勇
み
足
な
の
で
あ

る。

特
に
禎
之
助
と
則
子
の
関
係
は
不
明
瞭
で
あ
る。

こ
の
伏
線
の
彩
態
で
則
子
と
香
水
段
の
描
写
が
隣
接
す
ろ
必
要
が
出
来
た

為、

次
に
狙
之
助
と
則
子
の
恋
愛
を
設
定
し
た
顛
序
は
必
然
的
な
も
の
で
あ

る。
則
子
は
前
述
の
通
り
化
石
の
性
質
を
も
つ
女
で
あ
ろ。

そ
の
刺
子
と
捐
之

助
が
恋
を
し
て
い
る。

し
か
し、

そ
の
感
梢
は
筆
者
に
よ
っ
て
度
々
沿
ら
れ
ろ
よ
う
に、

俯
源
と

い
う
逆
説
的
な
形
態
を
取
っ
て
現
れ
て
い
ろ。

索
直
に
感
情
を
表
出
し
な
い

l
 ！

0

か
く
し
て
彼
女
は
あ
る
槌
の
人
閻
化
卑
者
に
褪
貌
す
る
の
だ
っ
た。
．．．
 

(
-
0
六

・・
愛
も
恰
必
も
―
つ
の
M
む
に
す
ぎ
ぬ
と
思
は
れ
ろ
の
だ。

直）

・
ら
よ

0

恰
曲
だ
け
が
二
人
の
糾
た。

闘
争
と
も
い
は
れ
る
ゃ
う
な
最
も
物
恨
れ

た
人
々
の
間
に
交
は
さ
れ
る
型
式
に
よ
っ
て、

か
れ
ら
の
要
が
出
痰
し

た
の
は＇、

と
り
も
な
は
さ
ず
か
れ
ら
が
内
気
に
過
ぎ
た
か
ら
だ
っ
た。

(
1
0
八
頁）

0

さ
う
し
た
邪
推
が
彼
に
本
常
に
自
分
が
わ
ざ
と
来
た
か
の
や
う
に
怠
は

せ
た。

そ
れ
は
則
子
へ
の
心
の
接
近
以
外
の
何
物
で
も
な
か
っ
た。

則

子
の
邪
推
の
な
か
に
も
亦、

邪
推
ど
ほ
り
で
あ
り
た
い
望
み
が
ま
じ
つ

て
ゐ
た。

(
1
0
八
真）

の
よ
う
に、

綿
々
と
頂
者
に
よ
っ
て
解
説
さ
れ
て
ゆ
く。

構
成
表
序
の
段
第

二
節
に
お
け
る
＾
箪
者
に
よ
る
狙
之
助
と
則
子
の
出
会
い
か
ら
「
こ
の
日
」

ま
で
の
説
明
＞
（
点
線
に
囲
ま
れ
た
部
分）

が、

以
上
の
結
果
か
ら
生
ま
れ

て
い
る。

こ
の
よ
う
に、

点
線
で
囲
む
部
分
が
多
い
と
い
う
こ
と
は、

時
間

の
錯
綜
を
示
す
も
の
で
あ
ろ。

時
間
の
流
れ
を
招
牲
に
し
て
叩
者
が
随
所
に

顕
を
視
か
せ
ろ
の
を
後
年
三
島
が
大
変
紐
殺
し
た
こ
と
は
前
に
も
述
ぺ
た。

そ
れ
で
も
な
お
二
人
の
恋
愛
を
説
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
理
由
は、

三
島
の
恋
愛
未
経
験
に
あ
る
ら
し
い
。
こ
の
第
二
節
の
描
写
が
設
念
的
煩
向

を
持
つ
理
由
も
同
様
で
あ
ろ。

十
二
歳
ま
で
祖
母
の
膝
下
で
閉
鎖
的
生
活
を

恋
は
上
流
階
級
に
対
す
る
三
島
の
所
感
が
こ
こ
に
も
姿
を
見
せ
て
い
る。
二
人
の
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送
っ
た
彼
に
と
っ
て、

こ
れ
は
仕
方
の
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。

さ
て、

宗
方
夫
人
秋
子
を
設
定
す
る
際、

三
島
は
九
條
武
子
の
イ
メ
ー
ジ

を
彼
女
に
附
与
し
て
い
る
。

「
ど
こ
か
お
っ
と
り
し
た
雅
や
か
な
」

性
格
を

持
つ
彼
女
も
ま
た、

負
族
の
女
性
の
典
型
で
あ
る
。

秋
子
の
最
も
大
き
な
特
色
は、

そ
の
放
心
状
態
に
あ
ろ
。

構
成
表
序
の
段

第
三
節
に
於
け
る
三
つ
の
点
線
部
分
は、

そ
う
い
う
状
限
に
あ
る
時
の、

秋

子
の
空
想
及
び
追
憶
で
あ
る
。

こ
れ
ら
三
つ
は
全
て
空
色
の
靴
下
留
め
に
ま

つ
わ
る
も
の
で
あ
り、

空
色
の
靴
下
留
め
は
秋
子
と
若
さ
を
迎
結
す
る
も
の

で
あ
る
。

さ
ら
に
言
え
ば、

秋
子
の
放
心
は、

若
き
日
の
禎
之
助
と
自
分
の

思
い
出
に
浸
る
こ
と
で
も
あ
っ
た
。

こ
の
感
艇
的
で
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
な
女
性

像
は
、

則
子
の
化
石
の
性
質
と
好
対
照
で
あ
る
。

し
か
し
三
島
が
、

こ
の
九
條
武
子
型
を
肯
定
し
て
い
た
か
と
言
う
と、

そ

う
で
は
な
い
。

急
の
段
第
七
節
に
、

い
は

ゆ

0

世
の
所
謂
「
九
條
型
」

に
彼
女
の
心
は、

む
し
ろ
何
も
彼
も
肯
定
し
て
、

入
れ
ら
れ
た
く
思
つ
て
ゐ
た。

そ
し
て
こ
の
肯
定
の
な
か
に
こ
そ、

老

い
に
歩
み
寄
ら
う
と
す
る
す
べ
て
の
要
素
が
含
ま
れ
て
ゐ
ろ
の
で
あ
っ

。

•
』.
.
.•
•
•
 

t

 

（
ー

ニ
八
頁）

と
あ
る
よ
う
に
、

「
お
つ
と
り
と
雅
や
か
な
」

九
條
型
と、

秋
子
の
心
が
求

め
て
ゃ
ま
ぬ
若
さ
と
は
正
反
対
の
も
の
な
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
三
島
は
九
條

型
n
老
い
と
明
宮
し、

秋
子
夫
人
に
も
皮
肉
の
目
を
向
け
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
人
物
の
感
情
が、

そ
れ
ぞ
れ
の
「
化
」

の
仮
面
を
破
っ
て
表
面

に
出
ろ
の
は
、

構
成
表
忌
の
段
第
六
節
の
あ
る
夕
万
で
あ
る
。

禎
之
助
は
否

水
壇
の
泡
の
中
に
冷
た
い
女
の
幻
影
を
見
た
時、

則
子
に
会
い
に
行
く
捐
之

助
に
怒
り
を
感
じ
る。

捐
之
助
は
反
発
し、

そ
れ
を
静
止
出
来
な
か
っ
た
秋

子
は、

初
め
て
甥
に
憎
し
み
を
抱
く。

そ
れ
に
呼
応
す
る
か
の
よ
う
に
、

外

は
稲
葉
が
走
り、

雷
関
が
ひ
び
く。

こ
の
時
の
感
情
の
爆
発
は
、

彼
ら
の
唯
一

の
人
間
ら
し
い
場
面
で
あ
る
筈

だ
が、

前
述
の
伏
線
部
の
破
綻
の
せ
い
で
、

必
然
性
が
希
薄
に
な
っ
て
し
ま

っ
て
い
る
。

三
人
が
能
面
を
か
な
ぐ
り
捨
て
て
人
間
に
な
る
べ
き
時
で
さ
え、

現
実
臭
が
乏
し
い
の
も
、

こ
こ
に
起
因
す
る
も
の
で
あ
ろ
う。

以
上
の
よ
う
に
、

少
年
三
島
由
紀
夫
は
、

皮
肉
を
込
め
て
各
人
物
を
設
定

し
た
と
言
え
る
が
、

構
成
の
工
夫
に
対
す
る
意
気
込
み
が
、

伏
線
の
破
綻
に

繋
が
っ
て
人
物
設
定
に
ま
で
影
響
が
大
で
あ
る
こ
と
は
否
め
な
い
。

3
 

後
年、

三
島
は
、

自
己
の
構
成
観
を
次
の
よ
う
に
記
す
に
至
る
。

0

法
律
構
成
は
建
築
に
似
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。
．．．．．．
 （
中
略）
．．．．．．
 だ
か

ら、

小
説
の
方
法
論
と
し
て
は
、

構
成
的
に
厳
格
す
ぎ
る
の
で
あ
ろ
が、

私
は
軟
憫
動
物
の
や
う
な
日
本
の
小
説
が
き
ら
ひ
な
あ
ま
り
に
、

む
し

ろ
か
う
い
ふ
リ
ゴ
リ
ス
ム
（
厳
格
主
蓉）

を
固
執
す
る
ゃ
う
に
な
っ
た
。

私
に
は
形
と
い
ふ
も
の
が
は
つ
き
り
見
え
て
ゐ
な
け
れ
ば
つ
ま
ら
な
い
。

（
「
私
の
小
説
作
法
」

前
掲
の
害

二
五
八
頁）

彼
に
と
っ
て
構
成
は、

複
雑
巧
緻
且
つ
正
確
で
あ
ろ
こ
と
法
徊
の
と
と
く
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・

1
』

新
潮
社

。
『
三
島
由
紀
夫
全
集
・

25
』

新
潮
社

。
『
三
島
由
紀
夫
全
集
・

26
』

新
潮
社

。
r
三
島
由
紀
夫
全
集
•

31
』

新
潮
社

。
『
三
島
由
紀
夫
そ
の
血
と
背
春
』
三
枝
康
高
苦

1

,

 

桜
楓
社

．

あ
る
べ
き
で
あ
り、

特
に
短
荒
小
説
に
つ
い
て
は
、

「
最
後
の
場
面
の
イ
メ

ー
ジ
が
は
つ
き
り
う
か
ぶ
ま
で
待
つ
」

と
い
う
厳
密
さ
で
臨
ん
だ
ほ
ど
で
あ

ろ
。

こ
の
精
神
は
、

彼
の
小
税
の
基
軸
で
あ
っ

た
と
言
え
よ
う。

十
五
栽
の
三
島
由
紀
夫
も、

構
成
に
重
き
を
殴
い
て
い
た
こ
と
は
、

前
褐

の
構
成
表
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。

序
、

破
・

急
の
定
石
を
踏
み
、

同
時
制

の
試
み
に
挑
戦
し
、

賭
示
を
も
盛
り
込
む
と
い
う
彼
の
意
気
込
み
は
注
目
に

値
す
る
も
の
で
あ
る
。

彼
の
構
成
に
対
す
る
精
神
の
根
源
は
、

十
代
ま
で
郡

ろ
こ
と
が
出
来
る
と
言
う
こ
と
も
可
能
だ
ろ
う。

も
っ

と
も、

時
問
の
厳
密
な
観
念
は
ま
だ
確
立
さ
れ
て
お
ら
ず、

陪
示
や

人
物
設
定
に
も
無
理
が
兄
ら
れ
る
な
ど、

椎
拙
な
点
が
多
い
こ
と
も
引
実
で

あ
る
。

し
か
し
、

こ
れ
ら
の
長
所
・

短
所
は
、

共
に
三
島
が
構
成
を
重
視
す
ろ
精

神
か
ら
派
生
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
も
忘
れ
て
は
な
ら
ず、

従
っ
て
『

彩
網

硝
子
』
と
い
う
作
品
は、

こ
れ
ら
両
面
を
あ
わ
せ
も
つ
作
品
と
し
て
把
握
し

て
お
く
必
要
が
あ
る
の
で
あ
る
。

。
『

批
評
と
研
究
三
島
由
紀
夫
』

白
川
正
芳
絹

芳
賀
祖
店

。

「
三
島
文
学
と
『

文
芸
文
化
』
」

相
原
和
邦
若

。

「
短
篇
小
説
の
デ
ー
モ
ン
」

田
中
美
代
子
著

（
岡
山
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科）
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